
歩 桑 庁 第 3種郵便物認司

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
向
か
う
緊
急
消
防
援
助

隊
員
Ｈ
ｌ２
日
午
前
９
時
２０
分
、
岡
山
市
中
区
桑
野

緊
急
消
防
援
助
隊
は
、

岡
山
市
の
特
別
高
度
救
助

隊
員
を
含
む
倉
敷
、
津
山

な
ど
県
内
１４
消
防
本
部

の

１
３
２
人
で
編
成
。
消
防

庁
の
要
請
を
受
け
た
県
が

午
前

６

時

す

ぎ

に
招

集

し
、
が
れ
き
を
取
り
除
く

消
防
援
助
隊
や
医
師

陸
路
、
空
路
か
ら
東
北

へ
―
。
甚
大
な
被
害
が
出

て
い
る
東

日
本
大
震
災
発
生
か
ら

一
夜
明
け
た
１２

日
、
県
内
で
は
緊
急
消
防
援
助
隊
や

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー

霧

ト
ラ
ッ
ク
で
毛
布
、
米
も
県、自治体なと

'

ク
レ
ー
ン
を
備
え
た
震
災

工
作
車
な
ど
約
３５
台
で
被

災
地
を
目
指
し
た
。

岡
山
空
港
か
ら
は
消
防

防
災

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー

「
き

び
」
が
出
発
。
県
消
防
防

災
航
空
隊
の
若
林
修
二
隊

長
（４５
）
は

「
人
命
救
助
が

わ
れ
わ
れ
の
使
命
」
と
力

を
込
め
、
隊
員
６
人
と
共

に
午
後
、
宮
城
県
石
巻
市

で
救
助
や
消
火
活
動
に
着

手
し
た
。
陸
上
自
衛
隊
三

軒
屋
駐
屯
地

（
岡
山
市
）

か
ら
も
約
７０
人
が
車
両
約

４０
台
で
宮
城
県

へ
向
か

っ

た
。
岡
山
、
倉
敷
、
津
山

な
ど
６
市
は
日
本
水
道
協

会
県
支
部
の
要
請
で
、
給

水

車

各

１
台

を
派

遣

し

た
。一

方
、
石
井
知
事
は
同

日
朝
の
関
係
部
局
長
会
議

で

「
県
と
し
て
も
物
的

。

人
的
支
援
活
動
を
可
能
な

限
り
行
い
た
い
」
と
述
べ

た
。
要
請
が
あ
れ
ば
、
被

災
者
の
心
の
ケ
ア
対
策
と

し
て
、
専
門
部
隊
や
登
録

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
も

被
災
地
へ
の
支

援
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
た
県

の
関
係
部
局
長

会
議
‐‐
県
庁

検
討
し
て
い

る
と
い
う
。

医
療
支
援

も
広
が
り
、

県

医

師

会

は
、
原
子
力

災
害
に
対
応

で
き
る
井
戸

俊
大
会
長
と

松
山
正
春
理

事
の
医
師
２
人
を
福
島
原

発

の
あ

る

福

島

県

に
派

遣
。
笠
井
英
夫
専
務
理
事

は

「
未
曽
有
の
大
災
害
。

い
か
な
る
事
態
に
も
対
応

で
き
る
医
師
を
送

っ
た
」

と
話
し
た
。
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（デ

ィ
ー
マ
ッ
ト
）
も
兼
ね
る

日
赤
県
支
部

の
救

護

班

沿
岸
部
の
津
波

注
意
報
を
解
除

交
通
機
関
は
正
常
化

気
象
庁
は
１２
日
午
後
１

時
５０
分
、
県
沿
岸
部
に
出

し
て
い
た
津
波
注
意
報
を

解
除
し
た
。

注
意
報
は
１１
日
午
後
３

時
半
に
発
表
さ
れ
、
同
８

時
１
分
に
最
大
１０
す

の
津

波
を
観
測
し
た
。

の
消
防
防
災
航
空
隊
、
医
療
関
係
者
ら
が
現
地

へ

出
発
し
た
。
各
自
治
体
な
ど
か
ら
の
救
援
物
資
も

次
々
と
送
ら
れ
、
ス
ー
パ
ー
や
市
民
団
体
は
募
金

活
動
を
実
施
。

「
被
災
者
の
力
に
な
り
た
い
」
と

い
う
支
援

の
輪
は
、
急
速
に
広
が

っ
て
い
る
。

消 防 防災 ヘ リ「 きび 」 に乗 り込 む県 消 防 防 災

航 空 隊員 ら =12日 午 前 6時 45分、岡 山空 港

は
、
原
発
周
辺
住
民
の
避

難
所
に
な

っ
て
い
る
郡

１１
．
１

高
校
に
救
護
所
を
開
設
し

た
。ほ

か
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
医

師
や
看
護
師
ら
計
２
人
も

伊
丹
空
港

（
大
阪
府
）
か

ら
、
津
波
被
害
が
深
刻
な

岩
手
県
に
自
衛
隊
機
で
入

り
、
病
院
な
ど
で
活
動
。

国
際
医
療
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

（
岡
山
市
）

も
医
師
や
看
護
師
ら
の
医

療
チ
ー
ム
を
送

っ
た
。

救
援
物
資
を
送
る
動
き

も
本
格
化
し
た
。
岡
山
市

は
、
災
害
時
相
互
応
援
協

定
を
結
ん
で
い
る
仙
台
市

に
毛
布
１
千
枚
、
非
常
用

米
１
５
０
０
食

、
ク
ラ

ッ

カ
１
２
５
０
０
食
な
ど
を

ト
ラ

ッ
ク
で
輸
送
。
津
山

市
も
備
蓄
し

て
い
る
毛
布

や
食
料
な
ど
を
提
供
す
る

準
備
に
入

っ
た
。

公
設
国
際

貢
献
大
学
校

１１
日
夕
か

ら
運
体
や
欠

航
、
遅
れ
が
出
て
い
た
陸

侮
空
の
交
通

は
１２
日
中
に

正
常
化
。
Ｊ

Ｒ
東
海
道

。

山
陽

な
九
州

新
幹
線
は
始

発
か
ら
通
常

ダ
イ
ヤ
で
運

行
し
た
。
中
百
同
、
小
豆
島

航
路
な
ど
海

の
便
も
朝
か

ら
運
航
を
再

開
。
空
の
便

は
岡
山
空
港

で
東
京
発
の

■
便
が
欠
航

し
た
が
、
正

常
二
戻
っ
た

。

と 高 冷 援 ク 手 や ⌒衛 臨た 電 に 衛 を め 時 の は 店⌒ ⌒  デ
レ
』




